
《集約前》 《集約後》

集約前 ⇒ 集約後

　　ごみＳＴ数
　　（本町会のみ）

１１４か所
（2.2世帯/か所）

⇒
１５か所

（16.4世帯/か所）

　　収集時間／年 13,308時間 ⇒ 13,265時間

　　走行距離／年 186,286ｋｍ ⇒ 186,002ｋｍ

○モデル地域

　          本町会 （378人,246世帯）

○収集作業員の負担軽減

　　・ 大きなごみSTがあれば、運転手と作業員で積込作業ができる。

　　・ ごみST間の距離が長ければ、走って回収せずとも車両に乗って移動できる。

○新たな軒先収集の抑制

　　・ 共同利用できるため、新たな軒先収集を減らすことができる。

始点 終点○集約による効果（収集運搬委託料）　※年間235日

○選定理由

　① 町会がごみST集約に関心があり、協力が見込める

　② 軒先が多く、ごみST集約による効果が比較的大きい

参考資料1
本町会をモデルとした集約案※あくまでモデルになります


